
学長の業績評価について 

 

  令 和 ３ 年 ９ 月 １ ４ 日 

京都府立医科大学学長選考会議  

 

京都府立医科大学学長業績評価規程に基づき、竹 中 洋 学長の業績評価を行いま

したので、その結果を公表します。 

 

１ 評価方法 

学長業績評価規程第３条に基づき、①所信表明書等の達成状況、②年度計画 

の実施状況を確認するとともに、学長から選考時の所信についての自己評価を 

ヒアリングにより聴取・確認を行った。 

 

２ 評価結果 

所信表明の達成状況、年度計画の実施状況を確認したところ、新型コロナウイ

ルス感染症への対応をはじめ、当該感染症の影響が長期化する中においても、大

学の組織改革、教育力の向上、産学連携の取組を推進し、京都府立医科大学の学

長としてその職責を十分に果たし、大学運営・改革に努力するなど着実に成果を

挙げているものと高く評価できる。 

今後とも引き続き改革の実現に向けての取組に注力され、開かれた大学運営を

推進されることを期待したい。 

（参考）  

○ 評価のスケジュール 

     ６月 ８日（火） 評価手順の確認等 

              評価の公表方法について 

     ９月１４日（火） 年度計画の評価状況について 

学長ヒアリングの実施 

              評価の確定 
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